
［取組の類型］

① 独自性
（日本で唯一，宇都宮独自）

② 先駆的
（日本で先駆け）

③ トップクラス
（日本でトップクラス）

№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

1
全小中学校へのインターネットバンキング
の導入

・学校徴収金の管理運用において，事務処理の効率化を図るため，市内全小中学校でインター
ネットバンキングを導入し，直接金融機関へ出向くことなく，学校に居ながら金融機関への口座
振替依頼や振込などの出納処理を実施

先駆的 H29年度 学校管理課

2 返還免除型育英修学資金貸付制度
・大学，短期大学，専門学校（専門課程）の在学者を対象に貸付するもので，奨学生が，最終学
校卒業後1年以内に本市に居住し，引き続き，5年間居住を継続することを要件に，返還を免除
する制度

独自性
先駆的

H27年度 教育企画課

3 教養講座「宮の朝活」の開催（前期・後期）
・多忙で日ごろ講座などに参加できない20代から40代の働き盛り世代や大学生を対象に，早朝
の時間を有効に活用し，魅力的な学習機会や体験の場を提供する教養講座を開催。講義前後
に名刺交換や朝食をとりながら情報交換を行う時間等を設け，参加者間の交流を促進

独自性
先駆的

H25年度 生涯学習課

活動量やその成果などが客観的・定量的に全国でトップクラスにあるもの

Ⅰ　子育て・教育・学習　分野

市民ニーズや時代の趨勢を見据え，全国に先駆けて取り組むもの

「全国に誇れる・選ばれるまちづくり事業（日本一施策事業）」
選定取組一覧（平成３０年度に実施した事業）

区　分 考え方

地域の資源やアイデアを活用し，宇都宮らしさや独創性・独自性があり，｢宇都宮オリジナル｣や｢宇都宮モデル｣として全国に誇れるもの
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4
「通学路交通安全プログラム」に基づく交
通安全対策の推進

・全国に先駆け策定した「通学路交通安全プログラム」に基づき，教育委員会・学校，道路管理
者，警察が合同で通学路の危険個所の点検を行い，対策を講じている。
・さらに，本市独自に市内全68小学校の各学校周囲500mをスクールゾーンとして設定し，注意
喚起のための路面標示及び看板を設置した。

独自性 H25年度 学校健康課

5 地域学校園事務室の推進

・中学校区を単位とする地域学校園（中学校１校と小学校２～４校）の学校事務職員で構成
・地域学校園事務室長を配置し，共同事務を行うとともに，学校事務の効率化・平準化や教員
の負担軽減，職場研修など，各地域学校園の実情に応じたさまざまな取組を実施
・小中学校間での所管替えなど弾力的な予算執行が可能

先駆的 H24年度 学校管理課

6
「家庭の教育手帳」による家庭における人
づくりの推進

・子どもを育むために必要な各家庭における取組の紹介，学校の仕組みや学校に関する手続
き，小中一貫教育・魅力ある学校づくり地域協議会などの周知啓発情報を集約し，小中学校9年
間を通して，家庭教育の充実と学校・家庭間の連携促進が図れるような内容で，市内全小中学
校の保護者へ配付
・内容は毎年更新し，子どもの学齢期に応じた取組や成長記録を一体化

独自性 H22年度 生涯学習課

7 学校応援制度 ・企業名等を掲載した学校用物品（用紙や封筒など）の寄附を積極的に募集する制度
独自性
先駆的

H22年度 教育企画課

8 「小中一貫教育・地域学校園」の推進

・市内全ての市立小・中学校で，小中学校の学びをつなぐとともに地域ぐるみで子どもを育てる
小中一貫教育・地域学校園を実施。
・小中一貫教育カリキュラムを実施し，各教科等をはじめ，本市独自の「宮・未来キャリア教育」
「宮っ子心の教育」「元気アップ教育」において，義務教育９年間を通した系統的な指導を行う。
・各中学校区の小・中学校で構成する地域学校園において，地域ぐるみでのあいさつ運動や地
域ボランティアによる学校支援などを行う。

独自性 H22年度 学校教育課
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9
学校応援基金の活用による特色ある学校
づくりの推進

・学校を特定した寄付金を受け入れるため，「学校応援基金」を創設し，地域と一体となった学校
づくりを推進
・「魅力ある学校づくり地域協議会」が基金を設立し，管理・運営を実施し，地域の支援による特
色ある学校づくりを推進
・「魅力ある学校づくり地域協議会」が独自に運営資金を確保できる仕組みづくりに役立つよう，
「学校応援基金ガイドライン」を作成

先駆的 H21年度 学校管理課

10 元気っ子健康体力チェック
・全ての児童生徒を対象に，「新体力テスト」を実施し，本市独自に体力テストと食を含めた生活
習慣に関するアンケート結果を分析し，児童生徒の体力向上や健康保持に活用する。

独自性 H21年度 学校健康課

11
学校物品有効活用システムへのポイント
制導入

・学校物品有効活用システムを使用し，学校間の物品の貸借や譲り受けによりポイントを付与
し，学校の配当予算に還元
・地域学校園ごとに保有物品のリストを作成し，システムの利用拡大を推進

先駆的 H20年度 学校管理課

12
スタンダードダイアリーの活用による学校
と家庭の連携推進

・児童生徒が連絡帳・生活ノートとして毎日使用するスタンダードダイアリー（学校教育スタン
ダード等，児童生徒の生活の指針となる内容や宮っ子の誓い，心を育てる50の言葉，【大人の
行動規範】子どもの手本となる50の言葉，本市とゆかりの深い百人一首の成り立ちなどを掲載）
を，本市立小・中学校の全児童生徒に配付・活用することにより，学校と家庭の連携を推進し，
目指す児童生徒の姿の実現を図る。

独自性
先駆的

H20年度 学校教育課

13
小・中学校全校及び給食センターへの栄
養職員の配置

・全市立小中学校で，質の高い給食の提供や食育の指導を進められるよう，栄養教諭・学校栄
養職員の未配置校へ，本市独自に学校栄養士業務嘱託員を配置した。

先駆的 H20年度 学校健康課
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14 「お弁当の日」の実施

・全国に先駆けて全市立小中学校で「お弁当の日」を年2回実施している。
・また，小中9年間の発達段階に応じた本市独自のねらいを設定した上で，お弁当の献立立案
や食事について親子で共に考えることを通して，自分の健康や食の大切さについて自ら判断
し，実践できる子どもを育成している。

独自性
先駆的
トップクラス

H20年度 学校健康課

15
特別支援教室（かがやきルーム）の設置
及び指導員の配置

・通常の学級在籍の発達障がい等の傾向がある特別な支援を必要とする児童生徒に対し，教
育的ニーズに応じた支援を行うため，市独自に全93小中学校に特別支援教室(かがやきルー
ム)を設置するとともに，各校に専任の指導員を配置し，個別や小集団の形態で社会性を身に
付ける指導や学習指導などを実施

独自性 H20年度 教育センター

16 宮っ子の誓いの制定

・「宮っ子の誓い」カードを市内の全小中学生等に配布し，「宮っ子の誓い大使」等の認定を行う
ことにより，誓いに関する意識の高揚及び積極的な活動実践を図る。
・平成21年度から市内の全中学校に在籍する全ての生徒を対象とした「宮っ子表彰（義務教育9
年間皆勤賞）」で表彰を実施
・平成25年度には「宮っ子の誓い」に掲げる行動の実践を要件とした「宮っ子心の教育表彰・教
育長表彰」の制度を創設

独自性 H19年度 教育企画課

17 宮っ子ステーション事業の推進

・学校を拠点に住民等が主体となり，乳幼児期から学童期までの子どもの育ちを地域ぐるみで
一体的に支援するなど，宇都宮独自の運営体制を構築
①子どもの家・留守家庭児童会
・対象となる全ての小学校区毎に，小学校敷地内での開設を基本に，放課後児童健全育成事
業を実施しており，放課後児童の安全安心な生活の場を確保
②放課後子ども教室
・小学校の余裕教室等を活用した学習や体験交流活動等を実施しており，放課後児童の安全
安心な居場所を確保
③乳幼児と保護者の交流事業
・平日の午前中，子どもの家の専用施設を活用した乳幼児とその保護者の交流の場の提供

独自性 H19年度 生涯学習課
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18
魅力ある学校づくり地域協議会の設置・
運営

・市内全93小中学校区において，①学校運営への参画機能，②学校教育の充実に向けた機
能，③家庭・地域の教育力向上に向けた機能を併せ持つ本市独自の運営体制を構築

・地域住民や保護者による学校運営への参画，地域コーディネーターによる学校支援ボランティ
アの調整など，学校と地域をつなぐ役割を担う。

独自性 H18年度
生涯学習課
学校教育課

19
子どもの読書推進（子どもの読書環境の
充実に向けた図書館づくり）

・学校図書館が，読書センター・学習センター・情報センターとして，学校・地域の教育活動を支
援する施設となるため，専門的な知識を有した学校図書館司書を全小・中学校に配置
・南図書館に学校支援室を設置し，多くの児童に図書に触れてもらう機会を提供する「学校巡回
図書」サービスや，学校の要望に合わせて，授業で必要とする資料を貸し出す「学校希望図書」
サービスなどを学校図書館司書と連携して実施
・高校生との連携による事業の実施（南図書館）
・高校生向け読書情報誌「MIYATEEN」発行（中央図書館）

先駆的
トップクラス

H18年度
生涯学習課
（図書館）
学校教育課

20
まちかどの学校における，個別プログラム
による支援の充実

・適応支援教室「まちかどの学校」では，地域のボランティア約50名の協力により，不登校児童
生徒一人ひとりの興味関心に応じた個別プログラムを設定している。
・ボランティアの趣味や特技を生かした活動を取り入れることで，活動の幅を広げるとともに，
様々な人と触れ合うことで，社会性の向上を図っている。

独自性 H16年度 教育センター

21 冒険活動教室の実施

・自然を活かした市有施設において，宇都宮市立の全小中学校を対象とした独自の自然体験
活動，各学校の要望に応じた豊富な活動プログラムを実施（対象：小学5年，中学1年）
・小中一貫教育の一環として，地域学校園内の小学校・中学校の交流や職員連携(平成23年度
～)，小・中学校の活動につながりをもたせたプログラム(平成25年度～)を実施

独自性 H8年度
スポーツ振興
課
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№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

22 健康ポイント事業

・運動や検診の受診などの健康づくり活動に対してポイントを付与し，貯まったポイントに応じて
協賛企業提供物品等を提供する。
・「自転車のまちうつのみや」の取組と連携して，「自転車に乗る」活動をポイント付与の対象とす
るほか，地元プロスポーツチームと連携し，試合会場を訪れた人にポイントを付与している。
・歩数などのランキングを表示する機能やグループ機能により，励まし合いながら健康づくりに
取り組めるほか，健康情報の提供も可能とした。

独自性
先駆的

H30年度 健康増進課

23
障がい者への合理的配慮の提供に係る
周知啓発動画の作成・放映

・市民や民間事業者等に対して，障がい者への合理的配慮の提供を促進するための周知啓発
動画
・合理的配慮の具体的事例を障がい種別ごとに全６種類作成し，３０秒動画として放映

独自性 H28年度
障がい福祉
課

24
「コールセンター及びインターネットを活用
した集団健診の予約受付」の実施

・集団健診の予約受付について，専用ダイヤルによるコールセンターを設置するとともに，イン
ターネットによる「集団健診予約システム」の稼働により２４時間の受付を可能とし，働く世代な
ど，市民のライフスタイルに応じた利便性の高い受付を行う。

独自性
先駆的

H28年度 健康増進課

25
学生ボランティアの支援による「薬物乱用
防止」啓発のためのマンガ冊子やスライド
の作成

・文星芸術大学と連携して「マンガを取り入れた薬物乱用防止啓発冊子」を作成し，平成30年度
からは宇都宮大学と連携して薬物乱用防止教室等で使用するスライドを作成するなど，学生ボ
ランティアを育成し，学生の自主的かつ継続的な啓発活動を行えるよう支援

独自性 H27年度 保健所総務課

Ⅱ　健康・福祉・医療　分野
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26
高齢者グループホームにおける国基準を
上回る居室床面積の設定

・高齢者グループホームの居室の床面積は，国基準「7.43㎡以上」だが，市条例で「10.65㎡以
上」と規定することで，より広い居住空間が確保でき，居宅において使い慣れた家具等の設置
が可能

独自性 H24年度
保健福祉総
務課

27 保健情報誌「みや健康ナビ」の発行
・健康づくりや感染症，食中毒予防など，日常生活に密着した保健情報を提供（年1回発行）。モ
ニター調査員制度により，継続的に意見聴取

独自性 H23年度 保健所総務課

28
医療機関の連携による二次救急医療体
制の構築

・救急告示医療機関の連携を強化し，新たに協力病院を位置づけ，輪番制病院を支える体制を
構築・稼働。円滑な救急医療運営体制を確保するため，財政支援等を実施

独自性
先駆的

H21年度
保健所総務
課
警防課

29 妊産婦に対する支援の推進

・子どもが欲しいと望んでいるにもかかわらず，子どもに恵まれない夫婦への経済的支援及び
安心して妊娠・出産できる支援として，不妊治療費や妊産婦医療費を助成
【不妊治療費助成事業】
・特定不妊治療(体外受精・顕微授精)費について，初回助成額は上限45万（一部17万5千円），
２回目以降は上限30万（一部17万5千円）まで助成
・人工授精治療費について，上限3万2千円まで助成（年1回，通算2年）
【妊産婦医療費助成事業】
・母子健康手帳の交付を受けた月の初日から出産した月の翌々月（産褥期）までの妊産婦に対
し，健康保険が適用となる医療費の自己負担分を助成

トップクラス H21年度 子ども家庭課

30 障がい児発達支援の推進

・全国に先駆け，子ども発達センターを設置し，保健師や保育士，理学療法士等の専門職によ
り，相談から療育まで一貫して対応。
・また，保育園併設専用施設において，発達が気になる乳幼児及びその保護者が自由に利用
できる広場を開設し，親子の交流の場を提供するほか，親子の遊びや保育園児との交流を通し
て心身の発達を促すとともに，子育てに関する相談や助言，必要に応じて関係機関への紹介を
行う。

独自性
先駆的

H19年度
子ども発達セ
ンター
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№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

31 自死遺族支援のためのマニュアルの作成
・支援する者が自死遺族に対して適切に支援できるように，遺族への接し方や，保険の手続き
など遺族が行うべき必要な情報などをまとめたマニュアルを作成し，保健師や行政関係職員，
民生・児童委員，消防職員，警察官，葬儀社など自死遺族の支援を行う者に配布

先駆的 H26年度 保健予防課

32 まちづくりセンターの設置・運営
・地域活動団体や非営利活動団体，企業，行政が適切な役割分担のもと，公共的課題の解決
に自主的に取り組む市民協働の拠点施設として設置

先駆的 H23年度
みんなでまち
づくり課

33 国・県・市災害対策連絡協議会の設置
・市域における災害の発生時において防災関係機関が連携し，迅速かつ的確な対応ができるよ
う，自衛隊・警察・県・市・消防で構成する組織の運営と合同訓練の実施

独自性
先駆的

H19年度 危機管理課

34 消費生活相談窓口の常時開設
・市民が安全で安心な消費生活が送れるよう，年末年始を除き，毎日，相談窓口を開設し，市民
からの相談に適切かつ迅速に対応

先駆的
トップクラス

H19年度 生活安心課

35 グリーンアンドレッドリボン運動
・市民や地域，事業者などあらゆる機関，団体が一丸となって飲酒運転を許さない地域づくりを
進めるために，ＧＲリボンを交通安全運動や地域イベントなどの機会，事業者，学校などを通し
て市民に配布することで，飲酒運転根絶に係る気運を醸成する。

独自性 H18年度 生活安心課

Ⅲ　安心・協働・共生　分野
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№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

36 「大谷石文化」の日本遺産認定

・本市に根付く「大谷石文化」のストーリーを作成し，単一の市町村でストーリーが完結する「地
域型」の日本遺産の認定を受ける。
・日本遺産認定を契機とし，官民協働の「大谷石文化推進協議会」を設立し，大谷石文化の保
存・活用を通じた地域活性化事業に取り組む。

先駆的 H30年度 文化課

37 宇都宮市移住・定住アプリの配信
・スマートフォン，タブレット等の携帯情報端末機を活用した，移住・定住に関する情報（働く，住
まい，子育て・教育，楽しむ）の発信

独自性
先駆的

H29年度 政策審議室

38
FIBA3ｘ3ワールドツアー宇都宮マスターズ
の開催

・FIBAが主催する3人制バスケットボールの国際大会である「FIBA3ｘ3ワールドツアー宇都宮マ
スターズ」は，クラブチーム世界一を決める「ワールドツアーファイナル」への出場をかけて，世
界７都市で行われる「マスターズ」のうち，アジア地区代表を決める大会であり，バンバ市民広場
及び二荒山神社参道を会場に開催
・マスターズ開催へ向けた機運を高めるため，国内トップリーグ「3ｘ3プレミア・エグゼ」をオリオン
スクエアにおいて開催
・その他，地元商店街協力のもと，オリオン通りで一般参加型のスポーツ体験イベント等を実施

トップクラス H28年度
都市魅力創
造課

39
大谷地域資源活用事業（冷熱エネルギー
を活用した大谷地域の振興）

・大谷地域における冷熱エネルギーの持続的活用に繋がる利用方策を整理するとともに，冷熱
利用の本格化に向けた民間の取組を支援

独自性 H24年度
都市魅力創
造課

40 施設愛称によるプロスポーツ応援事業
・本市を拠点に活動するプロスポーツクラブに対する市民の愛着と連帯感の醸成，及び本市の
ブランド力向上を目指すために，市有施設にプロスポーツクラブ名を冠した愛称を付与

独自性 H21年度
都市魅力創
造課

Ⅳ　魅力・交流・文化　分野
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41 大谷石蔵（旧公益質屋）の活用事業 ・地域資源である大谷石蔵（築７０年超）を民間レストランとして活用 独自性 H21年度 地域政策室

42 宇都宮ブランド戦略事業の推進
・市民参加型都市ブランド戦略｢宇都宮プライド｣の展開
・情報発信拠点としてアンテナショップ｢宮カフェ｣を中心商店街に設置，運営
・宇都宮の暮らしの良さを伝える｢ダブルプレイス（２地域生活）｣の発信

先駆的 H20年度 広報広聴課

43 妖精によるまちづくりの推進

・妖精をテーマとした公立展示施設「妖精ミュージアム」を拠点に，妖精資料を活用した文化振
興・中心市街地活性化に向けた取組を展開
・妖精をテーマとした取組は，福島県金山町の「妖精美術館」があるが，当施設は冬季休館であ
り，通年で楽しめる施設は「妖精ミュージアム」のみ

独自性 H19年度 文化課

44 おもてなし運動の推進
・本市来訪者の満足度向上を図るために，「おもてなし推進委員会」と連携して市民のおもてな
しの心の醸成を図るとともに，民間事業者と一体となって受入環境の向上を図る。

独自性 H17年度 観光交流課

45 エスペール文化振興事業
・文化芸術活動が顕著で，今後の活躍が期待できる本市ゆかりの芸術家に賞や育成金を授与
し，育成・支援
・地元の若手芸術家を育成・支援する取組を行っている自治体は稀有

独自性 H13年度 文化課

46 百人一首のまちづくり

・大会事業として，平成7年の市政100周年を機に本市ゆかりの「百人一首市民大会」を開催。一
般市民を対象とした公的機関が主催する大会としては全国最大規模であり，平成26年度から
は，「蓮生記念全国競技かるた宇都宮大会」を開催
・普及啓発事業として，「人づくりフォーラム」などのイベント時に百人一首体験等を実施
・小中学生に配布する「宇都宮市スタンダードダイアリー」に本市と百人一首の関わりを掲載す
るほか，修学旅行前の中学3年生に「京都で宇都宮と百人一首を探す」，小学6年生に「鎌倉幕
府と宇都宮氏」を配付するなど郷土への理解や愛着を醸成

独自性
トップクラス

H8年度 文化課
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47
ジャパンカップサイクルロードレースの開
催

・27回目となるアジア最高位の自転車ワンデイロードレースである「ジャパンカップサイクルロー
ドレース」を開催
・ロードレース前日には大通りを会場に，9回目となる「ジャパンカップクリテリウム」を開催
・世界トップカテゴリーの「ＵＣＩワールドチーム」5チームをはじめ，世界で活躍する有名選手を招
聘したことにより，高質なレースを提供
・未就学児から一般の自転車愛好家まで，あらゆる世代が観て楽しめる，そして自ら参加しても
楽しめる多彩な付帯イベントを開催

トップクラス H4年度
都市魅力創
造課

48 うつのみやこども賞
・子どもの読書活動を啓発するため，日本人の作者による新作児童文学作品を対象に，市内の
小学5，6年生公募委員が，その年の一番友だちに薦めたい本を選び，賞を授与する事業を日
本で唯一実施

独自性 S59年度
生涯学習課
（図書館）
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№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

49 げんきにごはん事業

・新たなライフステージに進んだ新小学1年生・新中学1年生と保護者に対して，特色ある宇都宮
産米と啓発パンフレットを配布する「げんきにごはん事業」を実施し，宇都宮産米の認知度を高
め，米の消費拡大に繋げるとともに，食育や地産地消の重要性，農業の大切さなどへの理解を
深めてもらう。

独自性
先駆的

H28年度
農林生産流
通課

50
自立分散型の再生可能エネルギー等の
普及促進（家庭向け低炭素化普及促進補
助金）

・冬季の日照時間が長いという，本市の地域特性を活かした太陽エネルギーの利活用により，
家庭からの温室効果ガス排出量を削減するため，住宅用太陽光発電システムを軸とした自立・
分散型エネルギーの利用を促進する。

トップクラス H28年度 環境政策課

51 はじめてごはん事業
・1歳6か月を迎えた子どもと保護者に対して，特色ある宇都宮産米と啓発パンフレットを配布す
る「はじめてごはん事業」を実施し，宇都宮産米の認知度を高め，米の消費拡大に繋げるととも
に，食育や地産地消の重要性，農業の大切さなどへの理解を深めてもらう。

独自性
先駆的

H27年度
農林生産流
通課

52 宇都宮版CSRの構築 ・企業と市民，行政の協働によるまちづくりを促進 独自性 H20年度 商工振興課

53 もったいない運動の推進
・ひと・もの・まちを大切にする本市独自のもったいない運動について，「もったいない運動市民
会議」と連携し，更なる認知度の向上と実践者の拡大を図る。

独自性
先駆的

H17年度 環境政策課

Ⅴ　産業・環境　分野

12



№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

54
ＮＣＣ推進に向けた
市街化調整区域の土地利用の推進

・立地適正化計画による市街化区域の都市機能誘導等の取組に加えて，本市独自の市街化調
整区域の地域拠点区域における都市計画制度の効果的な運用により，都市全体を見渡した観
点からＮＣＣ形成を推進

先駆的 H29年度 都市計画課

55 「自転車のまち宇都宮」の推進
・プロサイクルロードレースチーム宇都宮ブリッツェンとの連携等により，施策事業を総合的に展
開
・警察庁・栃木県警察本部が指定する自転車専用通行帯の規制延長が全国一位

独自性
トップクラス

H22年度 道路建設課

56 水道料金等の収納率
・水道料金　98.55％（H29中核市1位）
・下水道使用料　 98.07％（H29中核市3位）

トップクラス H20年度
サービスセン
ター

57 安全で良質な水への取組

・松田新田浄水場において平成17年にISO9001を，水質管理室において平成20年に水道GLPを
取得（「ISO9001」と「水道GLP」の両方取得は中核市初）
・「平均残留塩素濃度」の低さが中核市1位（28年度末）
（水道事業ガイドライン(2016年版)指標一覧より）

先駆的
トップクラス

H20年度 水道管理課

58
水道施設におけるクリーンエネルギーの
導入

・水道施設の機能や特徴を活かしたクリーンエネルギーを導入（太陽光発電設備，小水力発電
設備ともに中核市初）
・「再生可能エネルギー利用率」が中核市１位（28年度末）
　（水道事業ガイドライン(2016年版)指標一覧より）

先駆的
トップクラス

H19年度 水道管理課

59
組合施行による市街地再開発事業の推
進

組合施行による市街地再開発事業の完了地区数７地区 トップクラス S61年度
市街地整備
課(再開発室)

Ⅵ　都市空間・交通　分野
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№ 取組名 概　要 区　分 開始年度所管課

60 市税納付推進協力事業所制度の推進

・誰もが納期内に市税を納めることができるよう，市が行う納税意識の啓発や収納対策に対し，
本市と連携して従業員に積極的に働きかけを行う事業所を登録する制度
・登録事業所は，市が送付する税情報（メルマガやチラシ等）の従業員への周知や口座振替の
取りまとめなどに協力
・市は，出前講座や市税相談，特に優れた取組を行った事業所の表彰，PRなどを実施

独自性 H30年度 納税課

61
イベント開催における危機管理対策の推
進

・城址公園における爆破事件を教訓に，イベントの安全確保を強化するため，「イベント開催に
おける危機対策の手引き」を改定し，計画・準備段階におけるイベント会場や周辺の事前確認，
警備体制，緊急連絡体制のほか，イベント当日の巡回警備や注意喚起，危機発生時の具体的
な対策を示し，市や民間が実施するイベントなどで活用を図り，イベント開催における危機管理
対策を推進

独自性
先駆的

H28年度 危機管理課

62
宇都宮大学での「実践・宇都宮まちづくり」
講座

・宇都宮大学において，本市職員による講義を実施。
市職員が講義の企画・運営から，単位認定まで行う。

独自性
先駆的

H20年度
政策審議室
市政研究セン
ター

63 政策特集の作成
・市政の重要課題等の特集を組み，広報紙の添付ハガキ等により，市民の意見や提案を聴取
（年４回）

独自性 H15年度 広報広聴課

行政経営　分野
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